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「平成24年 7月九州北部豪雨 に よる 災害調査団合同報告会
一

繰 り返され る豪雨災害へ の 備え一
」開催報告

地盤 工学会　平成24年 7月九州北部豪雨 に よる災害調査団

1． は じめ に

　去 る2013年 5 月 10日 （金）に 「平 成 24年 7 月九州北

部豪 雨 に よる 災害調査 団合同報告会　一
繰 り返され る豪

雨 災害 へ の備 え一
」 を福岡市 の九州大学医学部 百年講 堂

に て 開催 し ま した （ロ 絵写真
一16，17）。 主催者側 の 予

想 を 大 き く超 え る315 名の 方 々 が 参 加 さ れ，活発 な報告，

討論 を交 わ し ま した 。 本 報告会は ，昨年 7 月 に 福岡 ，

大 分 ，熊本 の 各県 を 中心 に発生 した豪 雨 災害 に つ い て ，

主 に地盤関連 の調査を行 っ た地 盤 工 学会災害調査団が，
主 に 河川関連 の調査 を行 っ た土 木学会西部支部 と土木学

会水工 学委員会 の 災害調査団 と共 同 で 開催 した もの で す。
強 く関連 しつ つ も，異 な る 分 野 の 立 場 か らみ た調 査 結果

を 同 じ場 で 報告す る こ とで，新 た な知見を得ようとい う

試み で す。

2． 報告会の 概要

　3 時間半 に亘 る報告会は，8 件 の 調査報告 と 1件の 基

調 講 演 ，最後 に 参加 者 も交 えた 総 合 討 論の 構成で 行わ れ

ま した （表
一 1）。第 1 セ ッ シ ョ ン で は，初 め に 九州大

学助教の 西 山浩司 先生 よ り， 気象の 観点か らみ た豪雨 発

生 前 の 特微に つ い て，「ク ラ ウドク ラ ス ター」 や 「テ
ー

パ リン グ ク ラ ウ ド」 とい っ た 線状 も し くは 塊状の 降水系

が発生 した 数時間後に ，今回 の 災害が 発生 した こ と が 報

告 され ま した。続い て ，九州大 学 准 教 授の 笠間清伸先生

よ り，今回 の 災害の 全 体 的 な特微を地 盤工 学の 視点か ら

説明 が な され た上 で ，熊本大学教授 の 北園 芳人 先 生 よ り

阿蘇外輪山 の 北側を 中心に 発生 した斜 面 災害に つ い て ，
株 式 会社ダ イヤ コ ン サ ル タ ソ ト技 師長 の 矢ケ部秀美氏 よ

り矢部川上 流 に おける斜面災害 に つ い て，そ れ ぞれ報告

さ れ ま した。阿蘇地 方 で の 土 砂 災害 の 特徴 と して，表 層

崩壊 と多量 の雨 水 に よる土 石 流 の 発生 が 各所 で確 認 さ れ

た こ と，矢 部 川 で の 土 砂 災害 の 特微 と して，三 郡変成岩

類 の 強風 化 部や 崖錐堆積物 の表層崩壊な らび に地 す べ り

の 発生 が 多か っ た こ とが そ れ ぞれ 挙 げ られ ま した 。

　休憩をはさんだ後 の第2 セ ッ シ ョ ン で は ，前 セ ッ シ

ョ ン に続 き九 州大 学 大 学院生 の 坂 田賢亮氏 よ り，矢部川

流域 に お け る流木の 氾 濫 とその 堆積状況 に つ い て，上 下

流 で の 差 異 や 障害物 に よ る 遮蔽傾向の 報告が あ りま し た 。

続い て，大分工 業高等専門学校准教授の 工 藤宗治先生よ

り，山 国 川 にお け る斜面災害 と堤防被害 に つ い て，九 州

工 業大学准教授の 重枝未玲先生よ り，山 国川 ・
遠賀川 の

浸水及び 護岸等の 被災 状 況 とそ の プ ロ セ ス の 検討 に つ い

て ，そ れ ぞ れ 報 告 され ま した。そ の 中で ，今回 の集中豪

雨 を もた ら した 雨 雲が 当該河川 に沿 っ て 発生 した 影響 が

大きい こ と，今後護岸等の 河 川構造物が 出水時 に 被害が

生 じる 可 能性が 高い 区 間 の 水 位の モ ニ タ リン グ を強化す

る 必 要性 に つ い て ，ご 指摘が あ りま した。

　九 州 大 学准教授 の 矢野 真
一

郎 先 生 よ り，以 上 の 報告の

総括 が な さ れ た 後，九 州工 業大学教授の 秋山壽
一
郎先生

に よ る 「矢部 川 の 堤防決壊　〜原因 究明 と河 川 堤防の 安

全 性 評価 の 難しさ〜」 と題 した 基調講演 も行わ れ，様 々

な要因が複合的に発生 し，影響 を 及 ぼ し て 生ず る堤 防 の

安全性評価 の考 え方 に つ い て ，河 川工 学の 研 究 者 の 立 場

か ら提案 が な さ れ ま した 。

　最後 に，土 木 学会調査団団長 を務 め られ た 九 州大学特

命教授 の 小松利光先生 が コ ーデ ィ ネー
タ と して ，総合討

論が 行 わ れました。会場 の参加 者 よ り質疑やコ メン トが

活発 に 飛び 交 い ，み な さ ま の 関心 の 高さがうか が え ま し

た。

3．　 お わ り に

　昨 年 7 月の 災害発 生 か ら，約 9 カ 月 に 及ぶ 現地 調 査 ，

結果の 分析な らび に 報告書作成 の 末，今回 の 報告会の 開

催 に至 りま した 。 「こ れ ま で に 経験 した こ との な い よ う

な大雨 」 と称され る今回 の 豪雨に 対 し，土 木学 会 と地 盤

工 学 会 が 共 同 で 調査，報告を 行 っ た こ とは，今回 の 豪雨

災害 の よ うな 異な る 分野に ま た が る事 象 に お い て ，複数

の 学協会が 協力 して 対 応 す る必 要性や意義を，調査団 メ

ソ バ ーも含め 参加者 の み な さ ま が 再認識す る場 とな っ た

もの と思わ れ ま す 。 最後に ，こ の 災害で お 亡 くな りに な

っ た方 々 の ご冥福 を お 祈 り申し上げま す と と もに ，今回

の調 査 結果 が少 しで も活か さ れ，同様 の 被害 を抑 え る 取

り組 み が進 む こ と を 望 み ま す。

（文責 ：長崎大 学　杉 本　知 史 ）
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